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福
島
産
野
菜 

全
国
一
斉 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
街
頭
販
売
会 

新体制をスタート！ 
　県連大会で役員改選を行

ない、長勢甚遠会長の再任

と新たに米原蕃会長代行、

四方正治副会長、高平公嗣

幹事長、高野行雄総務会長、

五十嵐務政調会長の選出な

どを承認決定し新執行部を

スタートしました。 

自由民主党富山県支部連合会役員名簿　　　　　　　平成23年6月4日現在 

１、優秀党員  
  党員氏名 支部又は組織・機関名 
飯田　　宗信 富山市連 
式庄　　里美 富山市連 
宮下　　　修 高岡市連 
勝山　　雄平 射水市連 
大塚　　春治 射水市連 
経田　　慶三 魚津市連 
森越　林太郎 氷見市連 
立田　　栄子 滑川市連 
稲田　　　弘 黒部市連 

  
  党員氏名 支部又は組織・機関名 
白江　　利光 砺波市連 
舘　　　康弘 砺波市連 
干野　　政功 小矢部市連 
安達　　行成 南砺市連 
野原　　彬孝 南砺市連 
谷井　　政夫 上新川郡連 
大橋　　幸男 中新川郡連 
廣田　　　誼 下新川郡連 
津田　　清則 婦負郡連 

２、優秀党組織・機関 
組織又は機関名  
自由民主党富山市連合支部 
自由民主党入善町支部 
自由民主党平支部 
自由民主党滑川市連合支部 女性部 
自由民主党福岡支部 青年部・青年局 
３、友好団体  
組織又は機関名  
自民党富山県連軍恩支部 
４、協力者  
氏　　名  
高田　　順一  
塩井　　保彦  

会長 長勢　　甚遠 
会長代行 米原　　　蕃 
副会長 四方　　正治 
幹事長 高平　　公嗣 
筆頭副幹事長 中川　　忠昭 
副幹事長 高見　　隆夫 
総務会長 高野　　行雄 
総務会副会長 筱岡　　貞郎 
政務調査会長 五十嵐　　務 
政務調査会副会長 宮本　　光明 
　　　〃 山本　　　徹 
組織委員長 矢後　　　肇 
組織委員会副委員長 武田　　慎一 
　　　〃　　　　（青年局長） 田畑　　裕明 
　　　〃　　　　（女性部長） 田伏　加南代 
広報委員長 井村　　昭彦 
広報委員会副委員長 藤井　　裕久 
　　　〃　　　（青年局幹事長） 金森　　一郎 
　　　〃　　　（女性部幹事長） 堀田　　紀子 

財務委員長 渡辺　　守人 
財務委員会副委員長 瘧師　富士夫 
遊説局長 神田　　真邦 
遊説局次長 向　　栄一朗 
　　　〃 奥野　　詠子 
　　　〃　　　（青年部長） 小柳　　勇人 
　　　〃　　　（女性青年部長） 市田　比登美 
党紀委員長 仲　　外喜雄 
党紀委員 山本　　  修 
　　〃 吉田　　良三 
　　〃 島田　　祐三 
　　〃 新田　　長正 
会計監督 上田　　英俊 
　　〃 稲田　　　弘 
　　〃 森越　林太郎 
青年局長 田畑　　裕明 
青年部長 小柳　　勇人 
女性部長 田伏　加南代 

会長 
長勢甚遠 

会長代行 
米原 蕃 

副会長 
四方正治 

幹事長 
高平公嗣 

総務会長 
高野行雄 

政調会長 
五十嵐務 

第59回　自民党富山県連定期大会被表彰者等名簿  

第
　
回
県
連
定
期
大
会 

５９ 

　
６
月
４
日
、
第
５９
回
自
民
党
富
山
県
連

定
期
大
会
を
富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、

石
井
知
事
、
県
選
出
国
会
議
員
、
各
市
町

村
長
を
は
じ
め
、
党
員
・
党
友
約
１
，
２

０
０
人
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
長
勢
甚
遠
会
長
が
、｢

一
致
団

結
し
、
一
刻
も
早
く
震
災
か
ら
の
復
興
に

取
り
組
み
日
本
再
生
を
目
指
そ
う｣

と
挨
拶

し
結
束
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
次
い
で
、
高
平
公
嗣
幹
事
長
が
党
情
報

告
の
な
か
で
、
県
内
の
有
権
者
に
占
め
る

平
成
２２
年
度
の
党
員
数
の
比
率
が
３
．
０
２
％
と
な
り
全
国
１
位

の
組
織
率
を
維
持
し
た
と
報
告
し
、
政
策
報
告
で
は
五
十
嵐
務
政

調
会
長
が
北
陸
新
幹
線
の
早
期
完
成
や
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

な
ど
県
内
の
重
点
政
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
永
年
わ
が
党
に
貢
献
さ
れ
た
優
秀
党
員
・
党
組
織
、
友

好
団
体
、
協
力
者
の
方
々
を
大
会
に
て
表
彰
し
ま
し
た
。 

　
大
会
後
に
、
自
民
党
幹
事
長 

石

原
伸
晃 

衆
議
院
議
員
が
記
念
講
演

を
し
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
国
難

に
対
処
す
る
た
め
一
致
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。 

　
自
由
民
主
党
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生

に
伴
い
、
現
在
、
党
を
挙
げ
て
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

青
年
部
・
青
年
局
と
し
て
も
被
災
地
支
援
の
た

め
に
、
「
福
島
産
野
菜 

全
国
一
斉
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
街
頭
販
売
会
」
を
６
月
１１
日
（
土
）
に
全

国
一
斉
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
富
山
県
連
青
年
部
・
青
年
局
で
は
、
富
山
市

の
富
岩
運
河
環
水
公
園
に
て
開
催
し
、
長
勢
甚

遠 

県
連
会
長
、
野
上
浩
太
郎 

党
本
部
青
年
局

長
代
理
と
田
畑
裕
明 

青
年
局
長
、
小
柳
勇
人 

青
年
部
長
ら
青
年
部
・
青
年
局
役
員
が
参
加
し
、

福
島
県
産
の
野
菜
を
１
セ
ッ
ト
５
０
０
円
で
販

売
し
２
０
０
セ
ッ
ト

完
売
い
た
し
ま
し
た
。 

　
当
日
の
売
り
上
げ

は
、
党
本
部
青
年
局

か
ら
福
島
県
内
の
生

産
者
の
お
手
元
に
届

け
る
と
と
も
に
、
一

部
は
日
本
赤
十
字
社

に
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

自 民 
党 員 
募集！ 

自民党は党員を募集しています。詳しくは、 
お近くの自民党支部又は自由民主党富山県支部連合会まで 
〔自由民主党富山県支部連合会〕 
　　〒930－0095 富山市舟橋南町3－15 
　　TEL 076－432－2520　http://www.jimin-toyama.jp/

第４７号 
自由民主党富山県連広報委員会 
委員長　井　村　　昭　彦 
発行日　平成 23 年 ７月  ６日 
印刷所　中 村 印 刷 工 業 ㈱  

（４） （１） 平成23年 ７月 ６日（第47号） 自 民 富 山  平成23年 ７月 ６日（第47号） 自 民 富 山  



幹
事
長
　

高
平
　
公
嗣 

活
力
・
未
来
・
安
心
な
富
山
県
を
目
指
し
て 

重
要
要
望
の
実
現
に
全
力
を
！ 

　
県
連
政
務
調
査
会
で
は
、
各
種
団
体
、
地
域
支
部
な
ど

か
ら
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
り
、
各
種
事
案
に
つ
い
て

勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
政
策
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
５
月
２４
日
に
は
各
種
団
体
、
６
月
２
日
に
は
地
域
支
部

か
ら
の
平
成
２３
年
度
の
重
要
要
望
事
項
の
回
答
に
対
す
る

政
務
調
査
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
予
算
に
反

映
で
き
る
よ
う
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
い
ろ
ん
な
場
を
通
し
て
党
員
各
位
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

富山県議会　議長に坂田氏、副議長に横山氏 

県連政務調査会長　　　五十嵐　務 

県連政務調査会副会長　宮本　光明 

　　　　〃　　　　　　山本　　徹 

 

  部　会　　　　　　　　部 会 所 属 議 員  

企画財務　◎神田　真邦　　大野　久芳　　高野　行雄 

　　　　　○瘧師富士夫　　山辺　美嗣　　坂田　光文 

福祉環境　◎渡辺　守人　　筱岡　貞郎　　五十嵐　務 

　　　　　○藤井　裕久　　稗苗　清吉　　鹿熊　正一 

農林水産　◎井村　昭彦　　武田　慎一　　中川　忠昭 

　　　　　○向　栄一朗　　梶　　敬信 

経済建設　◎矢後　　肇　　宮本　光明　　上田　英俊 

　　　　　○田畑　裕明　　高平　公嗣　　米原　　蕃 

文教公安　◎山本　　徹　　横山　　栄　　杉本　　正 

　　　　　○奥野　詠子　　四方　正治 

　　　　　◎部会長、○副部会長 

 

議長 
坂田光文 

副議長 
横山　栄 

　
支
部
総
会
、
女
性
部
総

会
、
青
年
部
総
会
を
毎
年

開
催
し
、
党
員
相
互
の
理

解
を
深
め
る
貴
重
な
場
と

し
て
、
多
く
の
党
員
各
位

の
参
加
を
得
て
お
り
ま
す
。 

　
又
、
毎
年
町
当
局
に
要

望
書
を
提
出
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
１１
月
に
建
設
業
協
会
、
商
工
会
、
農

協
、
漁
協
、
観
光
協
会
等
の
各
種
団
体
と
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
要
望
事
項
を
取
り
纏
め
、
党
地
域
支
部
の
要
望
事
項

と
併
せ
て
、
昨
年
の
１２
月
２２
日
に
町
当
局
へ
要
望
書
と
し
て

提
出
い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
発
行
し
て
い
る
支
部
広
報
誌
「
自

民
あ
さ
ひ
」
に
そ
の
要
望
事
項
を
掲
載
し
、
支
部
党
員
に
も

広
く
広
報
し
て
お
り
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
当
町
で
は
党
員
が
毎
年
減
少
す
る
傾

向
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
執
行
部
一
同
、
頑
張
っ
て
活
動

し
、
党
員
各
位
に
広
報
す
る
毎
日
で
す
。 

 

　
「
基
地
を
見
学
し
、
国
の

防
衛
問
題
を
考
え
よ
う
」
。

福
岡
支
部
は
そ
ん
な
テ
ー
マ

で
基
地
の
町
神
奈
川
県
の
横

須
賀
を
訪
れ
た
。
最
初
は
日

露
戦
争
の
記
念
艦
「
三
笠
」

の
見
学
。
明
治
維
新
後
、
ひ
た
す
ら
に
近
代
化
の
道
を
突
き

進
ん
だ
日
本
。
そ
の
一
大
エ
ポ
ッ
ク
と
も
い
え
る
の
が
、
ロ

シ
ア
の
外
圧
を
国
民
一
丸
と
な
っ
て
防
衛
し
た
の
が
日
露
戦

争
。
明
治
３８
年
５
月
２７
日
、
東
郷
平
八
郎
に
率
い
ら
れ
た
日

本
海
軍
連
合
艦
隊
は
、
対
馬
海
峡
に
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク

艦
隊
を
迎
え
撃
ち
、
世
界
の
開
戦
史
に
も
記
録
さ
れ
る
完
全

勝
利
を
収
め
た
。
そ
の
こ
と
が
、
ロ
シ
ア
の
継
戦
の
意
欲
を

失
わ
せ
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
結
び
つ
い
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
「
三
笠
」
は
、
Ｚ
旗
を
翻
し
て
、
往

時
の
ま
ま
の
姿
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
。 

　
三
笠
見
学
後
は
、
海
上
か
ら
の
基
地
見
学
。
船
に
乗
り
込

み
、
米
軍
基
地
、
さ
ら
に
は
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
を
巡

る
。
イ
ー
ジ
ス
艦
を
始
め
、
各
種
艦
船
の
姿
を
見
て
、
改
め

て
防
衛
の
こ
と
、
安
保
の
こ
と
を
考
え
る
。
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
戦
後
の
日
本
を
経
済
大
国
に
導
い
た
そ
の
蔭
に
、
厳
し

い
冷
戦
時
代
の
中
で
我
が
国
の
自
衛
権
が
ど
の
よ
う
に
護
ら

れ
て
き
た
の
か
。
日
米
安
保
条
約
の
果
た
し
た
役
割
に
思
い

を
馳
せ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
初
体
験
の
基
地
見
学
で
あ
り
、
国

の
自
衛
権
の
こ
と
、
沖
縄
県
の
基
地
の
こ
と
な
ど
も
話
題
に

な
り
、
稔
り
多
い
研
修
と
な
っ
た
。 

　富山県議会では、５月２日に組織議会を開き、議長に

坂田光文氏（自民６期、富山市第２）、副議長に横山栄氏

（自民４期、黒部市）を選出しました。 

　富山県政発展のため、正副議長の今後益々のご活躍

を期待しております。 

地
域
支
部
紹
介 

　
党
員
・
党
友
の
皆
様
、
６
月
４
日
の
自

民
党
県
連
大
会
に
お
い
て
幹
事
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
高
平
公
嗣
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
本
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
と

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
国
内
外
の
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
富
山
県
が
一
層

の
飛
躍
を
目
指
す
た
め
活
力
・
未
来
・
安
心
を
基
本
目
標
に
明
る
さ
が

見
え
て
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
現
在
、
自
民
党
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
く
ぐ
り
抜
け
て
今
後
執
行
さ
れ
る
各
種
選
挙

に
は
総
力
を
結
集
し
一
致
団
結
し
た
結
束
力
で
完
全
勝
利
を
目
指
し

て
、
戦
い
抜
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
党
再
生
へ
繋
が
る
重

要
な
一
歩
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
皆
様
の
日
頃
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

朝
日
支
部 

福
岡
支
部 

地
域
支
部
紹
介

（２） （３） 平成23年 ７月 ６日（第47号） 自 民 富 山  


